
『「～合い」で伸ばす「自己との対話」「他者との対話」を自己実現に！』

天草市立御所浦小学校 学校通信
文責 校長 木場 正敏

R6年12月２日版（１）

【校訓】人を慈しみ、己がつとめをつくすこの島に なにを学び この島の子らに なにをのこすのか

学校教育アンケートへのご協力ありがとうございました。

学校HPもほぼ毎日更新しています。
子どもたちの学校の様子をお伝えしていま
す。是非ご覧ください。

https://es.higo.ed.jp/goshoura/

今年度は、１０月中に保護者の皆様に学校の教
育についてのアンケートをお願いしました。ご協力あ
りがとうございました。
本校では、「心＝豊かな心」「学＝確かな学力」
「健＝たくましい心身」「郷＝御所浦愛」の４つのプ
ロジェクトに分けて、様々な取組を行っているところ
です。４段階評価での評価です。肯定率は、評価が
３以上の割合を示しています。全般的に高い評価を
いただいています。
以下、各プロジェクトごとに考察及び改善を行って
いきます。
【心プロジェクト】
○昨年度と比較して「整理整頓・後片付けの指導」
「人権意識・人権感覚の醸成」は向上は向上し
ました。
○「いじめ・不登校への未然防止」については、現
在いじめ事象や不登校などがあるわけではあり
ませんが、お子さんを中心に置いて、学校とご家
庭が密に連携しながら、お子さんの健全な育成
をともに支えていけたらと思います。
○本年度は人権擁護委員の方々に来ていただき、
「SNSとの付き合い方」の講話を３年生以上の
児童に行いました。「情報モラル・SNS」の学び
の場は、今後も機会あるごとに児童への指導や
体験を行っていきます。また、保護者の皆さんと一
緒に「知る場」も大切にしたいと考えています。

【郷プロジェクト】
○高い評価・肯定率でした。
○「地域人材・地域教材の活用」の高評価は、学校
と地域をつなぐという窓口を地域学校協働活動
推進員が担ってくださる成果と考えています。
○児童が「御所浦のことを前よりも知っていること
が増えた」という自信をもっていえるような学びの
充実を今後も図っていきたいと思います。



『「～合い」で伸ばす「自己との対話」「他者との対話」を自己実現に！』
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【校訓】人を慈しみ、己がつとめをつくすこの島に なにを学び この島の子らに なにをのこすのか

学校教育アンケートへのご協力ありがとうございました。

学校HPもほぼ毎日更新しています。
子どもたちの学校の様子をお伝えしていま
す。是非ご覧ください。

https://es.higo.ed.jp/goshoura/

【学プロジェクト】
○全般的に高い平均、肯定率でした。本年度研究
を進めている「ICTを活用したわかりやすい授
業」については保護者の皆様からも理解をいた
だいた中で推進できていることがありがたいです。
本年度は御所浦中学校とともに天草市教育委
員会指定のリーディングDX（ICTを効果的に活
用した児童生徒が主体的に学ぶ授業づくり」の
研究協力校として取り組んでいます。R7年1月
10日にたくさんの学校関係者を招いての公開授
業が行われます。

○「家庭と連携した家庭学習の充実」には課題が
見られました。家庭学習については、共通課題、
自学など個に応じた課題など学年や実態に合わ
せて工夫して、主体的な学びとなるよう工夫をし
ていきます。

○今後とも子どもたちの「わかった」「できた」を実
感する学びの場を作っていきたいと思っています。

【健プロジェクト】
○昨年度と比較すると大きく数値的に向上したプロ
ジェクトです。特に昨年度課題であった「食育の
充実」「すこやか御所っ子の効果的な活用」につ
いては、大きく改善しました。保護者の皆さんのご
理解とご協力を得ながら進めていく必要もあるこ
とですので、一緒に考える場を今後も大切にして
いきたいと思います。

●体力の向上については、令和４年度と比して昨年
度の体力テストの結果の向上は見られました。本
年度は少し低下傾向です、今後体力向上にも学
校全体で取り組んでいきます。う歯の治療はご家
庭のご協力がないと進まないことですので、ご協
力をお願いします。また、肥満傾向などの割合も
高いことから体を楽しみながら動かす（動かした
くなる）工夫が必要だと考えています。
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【校訓】人を慈しみ、己がつとめをつくすこの島に なにを学び この島の子らに なにをのこすのか

ご意見など 学校からのご回答

学校や教職員へのたくさんの感謝のお言葉や取組への賞賛のお言葉ありがとうございました。とても励みになりました。

下記には、いただいたご意見などについての学校からのご回答を整理させていただきました。

暑い時の外での活動時、水筒のお茶がなくなった子供に学

校から冷たいお茶を補充してほしいという要望について。

学校でも、熱中症の症状が起きないように定期的な暑さ指数の測定、呼びかけ、外での活動の制限など配
慮は常にしています。今後も子どもたちの体調を含めた安全安心はしっかりと行っていきます。お茶の支給で
すが、学校では原則お茶の支給などは保健衛生上の観点からできません。また、学校職員で、その費用、人
材の確保なども非常に難しい状況です。天候に応じて、ご家庭でお茶などを多めに持たせていただくなど配
慮していただくとありがたいです。また、水道も学校で定期的に検査もしていますので飲用水としてもかまい
ません。

放課後や休日にあったできごとの保護者への連絡について 出来事の内容に応じて、小学校からご家庭に連絡した方がよいと判断したことについてはご家庭に、中学校
との連携が必要と判断した内容については、中学校への連絡して共通理解を図ることも大切と考えていま
す。

今後の運動会の日程について（これまで通り半日がよい） 本年度の最後の合同運動会実行委員会は今後行いますが、次年度以降もこれまで通り半日と想定してい
ます。

学校からの出品物で入賞等になった場合の保護者への連絡

について

例年文化展に展示される優秀賞は学級通信に掲載したり、直接お知らせしたりするよう心がけています。そ
の他の賞についても表彰されるもの、展示されるものについては学級通信、直接のご家庭への連絡などで
お知らせしていきます。

HPの更新時間について 今回のアンケートでも「たくさんのHPを毎日見ています」「子どもの様子がよくわかります」などの声を多数
いただきました。「お昼休みに視聴したいので、お昼までに更新してもらうとありがたい。」とのご意見も伺い
ました。その日の行事やHPを記述する担当者の都合もあり、更新時間をなかなか統一するのは難しいのが
現状です。ご理解よろしくお願いします。

職員の子どもに対する言葉遣いについて 教職員みなで人権意識を高めて、子どもたちへのよいロールモデルとなるように努めていきます。

子どもたちのあいさつについて 挨拶は、保護者の皆さんから「よくなってきている」というご意見もいただくのですが、地域の皆さんから「も
う少し」というお声もいただいています。さらによくなり、地域を明るくするような挨拶と笑顔が輝く御所浦小に
なるよう、教職員・児童会の取組を更に充実させていきます。挨拶の基本は、一番身近な存在であるご家庭
にあるとも思っています。ご家庭の挨拶の取組もこれまで同様よろしくお願いします。

音楽専科や英語専科の配置要望について 法律で、学校の規模によって教職員の配置される人数が決まっています。本年度から巡回型の英語専科の
先生が３～６年生の外国語科、外国語活動の授業に入ってくださっています。

いじめが心配というご不安について 毎学期人権アンケートと教育相談を行い、子どもの居場所づくりを大切に取り組んでいます。子どもの声を
聞いて、今後も適切に声かけや指導そして保護者への相談を行い、安心できる学校づくりを行っていきます。
気になることがありましたら、学校へいつでもご相談ください。

学校の取組が見えてこないというご意見について 学校の子どもたちの成長や学びの様子を保護者の皆さんに可能な限りお伝えする』体制をとっているので
すが、うまく伝え切れていないこともあるようです。学級通信、保健便りなどのお便り、メールなどの配信の他
にも、毎日HPを更新して子どもたちの様子を伝える努力をしています。HPの視聴もよろしくお願いします。

学校HPもほぼ毎日更新しています。
子どもたちの学校の様子をお伝えしていま
す。是非ご覧ください。

https://es.higo.ed.jp/goshoura/


